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様式：ＴＥＣＡ会議録                         会員限定配付 

会 議 名 ２０２０年１１月定例会 
開催日 

と時間 

2020 年 11 月 14 日 

 13：30～15：00 

開催場所 宇都宮市東市民活動センター 記録者 今井信行 

出 席 者 

（順不

同） 

 ８名： [敬称略] 

 塩山、安場、今井、曽我部、齊藤、佐々木、野沢、岡田 

【学習会】 

学習会は、ありません。 

【理事長挨拶】 

新型コロナウイルスが拡大しているがマスクの効果が大きいと言う話である。今後とも新型コロナウイルスに気をつけ

て活動していきたいと思います。 

 

【議  事】 

（１）技術・ＭＧ部門告 （今井）  

① エコアクション 21 自治体イニシアティブ･プログラム： 

     第 1 回が 11 月 19 日（木）13：30 から宇都宮商工会議所会議室で実施される。今年のプログラム 

は過去最高の 4 事業分野にわたり 7 社が参加することになりました。講師の皆様宜しくお願いします。 

     講師の方(6 名)は、13 時までに会場に集合してください。指導を開始前に使用するテキストの要点を講

師間で確認し合います。 

 

 ② 宇都宮市外部環境監査（もったいないＥＭＳ）： 

     宇都宮市から正式に連絡があり外部環境監査を 2021 年 1 月 19 日（火）に行うことになりました。 

     担当監査員：今井信行、佐々木英二 

 

   ③ 栃木県環境マネジメントシステム外部評価： 

11 月 9 日～12 月 16 日にかけて、栃木県管轄の 18 施設を評価し、1 月～2 月上旬にまとめ、3 月に

栃木県知事に報告するスケジュールで現在実施中。 

今年の外部評価委員：ＴＥＣＡの 3 名が担当 

      秋場泉介・・・NPO 法人 栃木県環境カウンセラー協会推薦 

      小林進一・・・一般社団法人 栃木県産業環境管理協会推薦 

      堀  誠 ・・・エコアクション 21 地域事務局とちぎ推薦 

 

（２）自然保全活動部門   

① キヤノンメディカルシステムズ㈱（CMSC）の生物多様性保全の支援活動（曽我部） 

1）「いきもの観察の写真応募企画」は、個人情報漏洩、セキュリティ（ウィルス）問題が危惧されますので、

中止になりました。 

2）11 月は、「蝶のビオトープの下草刈り」と「2020 年度生物多様性保全の支援活動報告書」の作成を

計画しており、12 月に提出する予定です。 

   ② 田んぼ周りの生き物調査（塩山） 

 今年度は 7 か所で終了しました。新型コロナウイルスの影響で例年の 1/3 の実施件数でした。 
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（３）交流推進部門 

① 宇都宮市 SDGs 人づくりプラットフォーム報告(齊藤) 

・SDGs プラットフォーム事務局よりオンライン(Zoom)でのセミナーを 11/27、12/4、12/10 全 3 回開催

されると連絡があった。詳細内容及び申込法(11 月 24 日迄)は「宇都宮市もったいない運動市民会

議」ホームページに掲載してあります。 

・令和３年１月下旬～２月中旬頃に，会員同士の交流を目的とした開催を予定しており、開催に際し

てのアンケート依頼があった。開催の形態について、集合体方式又はオンライン方式が良いかの回答依頼

があり、両方の方法で実施することを提案した。 

 

② TECA ホームページで当会 SDGs 活動趣旨の紹介(原案あり)を上記①の開催（1 月下旬から 2 月中

旬）迄に掲載する予定である。また TECANEWS（1 月号）でも掲載する計画である。 

 

（４）事務管理部門 （安場） 

・7 月の定例会で、①みなし総会の規定の追加と②理事会と総会の議事録署名人の署名を記名への変更

を考えようと提起したが、コロナ禍・少人数でも総会開催が可能であること及びみなし総会の採決は面倒で

あること、議事録記名にすると実印や印鑑証明が求められる可能性もあり、かえって面倒になるかもしれな

いことなどから、 7 月に提起した定款変更は考えないこととする。 

 

（５）その他 

1) コロナ禍が心配される中での、20 周年記念式典の在り方について（塩山） 

次の事項について意見交換した。なお、本日の意見交換会のメモを後日塩山理事長から会員にお知らせ

する。 

① 開催時期  ②記念講演  ③記念祝賀会の開催  ④来賓の招待  ⑤20 周年記念特別表彰 

⑥記念誌の発行  ⑦記念品の作成  ⑧役割分担 

     なお、記念誌の編集は時間がかかるので来年 1 月頃から記念誌編集委員会を立ち上げて取り組む計画

である。 

   

2）コロナ禍の影響で、今後の ECU の理事会は、オンライン会議を準備している。 

 

   3)今後は我々ＴＥＣＡの会議もオンライン会議を検討する必要がある。佐々木さんを中心にオンライン会議

方法を検討することになった。 

 

  4)会員が減少している中でＴＥＣＡがＮＰＯ法人としての存在意義について意見交換した。活動の社会的

信用の為にもＮＰＯであることに意味がある。TECA の維持拡大のためにはＴＥＣＡ特徴・強み（例え

ば、ＳＤＧｓの県内の先端相談機関になる）を明確にしていくことも大切。 

 

※ １２月の定例会について 

12 月の会議は、定例会ではなく、オンライン会議のやり方についての勉強会とする。 

齊藤さん、佐々木さんに指導をお願いする。                              以上                               


